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はじめに

杉並区ではこれまでに区内の自然環境を知る手がかりとして、専門調査員による杉並区自然環境調査と

区民のみなさんの協力による生き物アンケート調査を行ってきました。第1回調査は昭和60．61(1985･

1986)年度に実施し、その後5年ごとに行い、今回の第4回調査※は平成12．13(2000.2001)年度に調

査を行いました。

調査を開始して15年が経過し、みなさんはこの間の生き物たちのようすをどのように感じていらっしや

るでしょうか。この冊子は、上記の2つの調査結果をもとに、現在の「すぎなみの生き物たち」をまとめ

たものです。今までに発行された平成4年度版と平成9年度版は、主にアンケート調査の結果をもとにま

とめたものでしたが、今回は、詳細な現地調査をもとにまとめられた「杉並区自然環境調査報告書（第4

次)」からの抜粋と合わせて、区内の生き物たちの様子をお知らせします。

※自然環境調査では「第○次｣、アンケート調査では「第○回」としている。

杉加灰臼然環境調査の内容
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1 生き物たちがすむ環境

(1)地形、地質、河川の状況

杉並区は全体が武蔵野台地にあり概ね平坦な地形となっており、台地に源流を持つ小河川が台地を侵食

し河川沿いに低地や斜面をつくっています。最も高いところから低いところまで、標高約50～30mで、標

高差20m程度です。台地部は関東ローム層、低地部は沖積層で、これらの下層は礫層となり地下水の帯水

層となっています。

河川は北から、妙正寺川（上流部：井草川（暗渠))、桃園川（暗渠)、善福寺川、神田川の4つの河ﾉllと

玉ﾉ||上水（下流部暗渠）があります。妙正寺川の上流部には妙正寺池が、また善福寺川の源流と中流部に

それぞれ善福寺池と和田堀池があり、最上流部では仙川上水の水が放流されています。河川の水質は、近

年では下水道整備で改善され、徐々にきれいになってきています。

杉並区の地形 杉並区の河川

杉並区の地質断面図
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(2)気候、大気の状況

杉並区は、東京が温暖で内陸より晴天が少ない海洋性気候で、八王子が気温の日較差や年較差が大きく

冬期は乾燥した晴天が続く内陸性気候なのに対して、その中間的な気候となっています。最近ではヒート

アイランド現象による気温の上昇がみられ、相対湿度が低下し乾燥化しつつあることがうかがえます。

｢

年平均気温、最高気温、最低気温の推移
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(3)みどりの状況

杉並区では、明治時代頃は農地とコナラやアカマツの雑木林が広がっていましたが、それ以降市街化が

徐々に進み、現在では市街地がほとんどを占めています。河川沿いの低地には水田がありましたが、現在

ではなくなってしまいました。樹林地と草地を合わせた緑被率も、約40年ほど前から急激に減少し、最近

でも徐々に減少し続けています。

樹林地や緑地は、大きくてもlOha前後で、善福寺川や神田川沿いにややまとまっているものの、それぞ

れ散在し孤立しています。周辺にも玉川上水と連続して上流部の武蔵野市や三鷹市に井の頭公園が、北側

の練馬区には石神井公園などのまとまりのある緑地がありますが、それらはいずれも孤立しています。小

規模な社寺林や屋敷林、公園やグランドなどの植栽地や緑の比較的多い住宅団地なども区内に点在してい

ます。

このように、善福寺ﾉ||上流側の善福寺公園周辺や下流側の和田堀公園周辺などの樹林地や水辺のある比

較的まとまりのある緑地、その他川沿いの斜面樹林を中心にした緑地、台地部に小規模で点在している樹

林地や植栽地や農地など、少ないながらも多様なみどりが杉並区には見られます。

杉並区のみどりの変遷

■樹林 園水田 畷畑・草地等■樹林圏水田 贈畑・草地等
〈→主要な道路

一＜河川 口集落←う主要な街道一＜河川口市街地等〈.…，鉄道等

一胃冤『河川口市街地等 （….)鉄道
‘



緑被率の経年変化
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2 植物

杉並区の野生植物は、今回の調査で108科570種類が確認され、過去の調査に比べて種類数がやや減少

しています。これまでのl～4次の調査結果を合わせると合計119科744種類が確認されています。野生植

物以外の植栽種は、今回の調査で94科299種類、これまでの調査結果を合わせると112科448種類が確認

されています｡野生植物と植栽植物を合わせると、l～4次の調査結果の総合で155科1192種類になります。

これらの種類のうち、環境省や東京都のレッドデータブック※に掲載されている植物、また杉並区内では

分布が限られ数が少ない種類や近年減少し分布が少なくなっている種類などの注目種は、今回30科52種

類確認されています。これらは、絶滅が危倶される種類などであるため、区内で保護する必要があると考

えられる種類といえます。これらの注目種は前回までの調査時の確認種に比べてやや減少しています。

※絶滅のおそれのある野生生物の種の生息状況等をとりまとめたもの。

高等植物の出現種類数※↑

第1次

12 25

3 4

551256
241146
161146

110 577

81 199

13511776

第2次

科数 種数 科数_|種数
12 26

31 4
571294
2511164
1711158
1141646

1011335
1461981

第3次

麺函
15 31

3 4

55 286

241154
1711151

11411626

l031365
1491991

第4次

'0124
3 4

551263
241146
151133

107 570

94 299

142 869

計

科数_||種数 科数｜種数
15 35

3 4

58 334

251185
181186
1191744
112 448

1551192

区分

シダ植物

裸子植物

陰鴬野生※2 双子葉植物

被子植物
単子葉植物

計

植栽燕3
合計

変種、品種を含む。ただし不明種（○○属sp.など）は除いた。
在来種の他、帰化種、野生状態にある逸出種を含む。

公共の場に植栽された造園樹木および在来種の草本植物を含むが、個人邸の低木、および園芸品種等の栽培品の

草本植物は含まない。

１
２
３

※
※
※
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注目種

科名 種名 区※3 炎|炭|鍋'2科名 種名 区※3Fx3112314 備考備考

次次次次

●●

B ●●●

●●

B ●●●●一部植栽
●

A ●

B ●●●●全て植栽
A ●●●一部植栽

●

A ●●●●

●●全て植栽
●●●

B ●●●●

●

●

●● ●

●●●●

● ●

●

●

A ●●●●

● ●●

●

●●●●一部植栽

● 植栽の可能性
●●●

●●●●

●●●●

● ●

●

B ●●●●

B ●●●●

●● ●●

●●●一部植栽

●●

●●●

B ●●●●

● ● ●

●●●●

●

●

●

●●●

●

国※’ 東京※2国※’ 東京※2

ﾀﾞｲｸﾞｻ科ﾅﾂﾄｳﾀﾞｲ
ハリギリ

科 ｵﾔﾏﾎﾞｸﾁ
‘ボシ科 マメヅタ

･･ｼｺ科 ﾅﾝﾊﾞﾝﾊｺﾍﾞ
'ﾊﾅ科 ﾐｽﾞﾀﾏｿｳ

ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ

ｷ・科ｳｺｷﾞ科

ｷｸ科

ｳﾗﾎｼ科
ﾅﾃﾞｼｺ科
ｱｶﾊﾅ科

ｾﾘ科

ｷｸ科 ｱｷﾉﾊﾊｺｸﾞｻ
ﾕｷﾉｼﾀ科 ﾀｺﾉｱｼ

ｷｸ科 ｵｵﾆｶﾞﾅ
ﾗﾝ科 ｴﾋﾞﾈ

ﾔﾅｷﾞﾇｶﾎﾞ
ﾐｸﾘ科 ﾀﾏﾐｸﾘ

ﾗﾝ科 ｷﾝﾗﾝ

ﾒｷﾞ科 ｲｶﾘｿｳ
ｹｼ科 ヤマブキソウ

ﾅｽ科 イガﾎｵｽﾞｷ
ﾕﾘ科 カタクリ

ｱﾔﾒ科 ﾉﾊﾅｼｮｳﾌﾞ

ﾀﾃﾞ科
ﾏﾒ科
ｳﾘ科 ．・ｷﾂﾙ

ｺﾞﾏﾉﾊｸﾞｻ科ｼｿｸｻ
和束7ﾏﾖ憲司ﾊｸﾞﾛｿｳ

Ａ
ｌ
Ａ
ｌ
Ａ
ｌ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ

印一Ⅶ｜Ⅶ｜Ⅶ｜ⅦⅦ｜Ⅶ

叩
一
Ａ
ｌ
Ａ
ｌ
Ａ
ｌ
叩

｜
｜
｜
｜
’
’
’
’
’
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
■

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
函

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
｜
●
●
●
●
●
●
●
●
●
函

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
函

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
｜
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
函

ﾀﾃﾞ科

認一癖一

ﾑﾗｻｷﾐﾂﾊﾞ
ｵﾄﾞﾘｺｿｳ

B ●●●●

Ｂ
ｌ
Ｂ

ｼｿ科 オドリコソウ

ｷﾊﾞﾅｱｷｷﾘ

ｵﾐﾅｴｼ

ｶﾆｸｻ

ｷﾝﾎﾟｳｹﾞ科ｲﾁﾘﾝｿｳ

ｷﾝﾎﾟｳｹﾞ科ｲﾇｼｮｳﾏ

Ａ
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Ａ
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ｼｿ科ｼｿ科

ｵﾐﾅｴｼ科ｵﾐﾅｴｼ科

ﾐｽﾞﾜﾗﾋﾞ科ﾀﾁｼﾉﾌﾞﾐｽﾞﾜﾗﾋﾞ科

ﾌｻシダ科ﾌｻシダ科
ｲﾉﾓﾄｿｳ科ｵｵﾊﾞﾉｲﾉﾓﾄｿｳｲﾉﾓﾄｿｳ科

ｷﾝﾎﾟｳｹﾞ科ﾆﾘﾝｿｳｷﾝﾎﾟｳｹﾞ科

Ｂ
Ｂｻｸﾗﾀﾃﾞｻｸﾗﾀﾃﾞ

ﾉｱｽﾞｷﾉｱｽﾞｷ Ｂ
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ｌ
Ｂ
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ﾋﾄﾘｼｽﾞｶ

ﾌﾀﾘｼｽﾞｶ

ﾋﾄﾂﾊﾞﾊｷﾞ

ｱｷﾉﾀﾑﾗｿｳ

ｯﾘｶﾞﾈﾆﾝｼﾞﾝ

ｾﾝﾘｮｳ科

ｾﾝﾘｮｳ科

ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ科

ｼｿ科
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Ｂ
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ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
Ｂ
ｌ
Ｂ
Ｂ
ｌ
ｌ
論

ｲﾈ科 ｻｻｸｻ

ｽﾐﾚ科 ｱﾘｱｹｽﾐﾚ

ｹｼ科 ｷｹﾏﾝ

ｼｿ科 ﾋｷｵｺｼ

ｺﾞﾏﾉﾊｸﾞｻ科ｻﾜﾄｳｶﾞﾗｼ
ｷﾜ科 ｜ｵﾅﾓﾐ
ｺﾜ科 ｜ﾔﾏﾗｯｷﾖ『ラ

ｵｵﾊﾅﾜﾗﾋﾞ
ｸﾏﾜﾗﾋﾞ
ｶﾏﾌﾜF7丁

ﾊﾅﾔｽﾘ科

ｵｼﾀ科
ｷﾜ秤一一
計 8917143

※1 環境省

出典：改訂．日本の絶滅のおそれのある野生生物一レッドデータプックー，環境庁,2000.

DD:評価するだけの情報が不足している種･

EX;絶滅（我が国ではすでに絶滅したと考えられる種)。
EW:野生絶滅（飼育・栽培下でのみ存続している種)。

CR:絶滅危倶IA類（絶滅の危機に瀕している種）

EN;絶滅危‘倶IB類（同上)。

VU;絶滅危倶Ⅱ類（絶滅の危機が増大している種)。

NT:準絶滅危倶（現時点では絶滅危険度は小さいが，生息条件の変化によっては「絶滅危倶」に移行する可能性のある種)。
※2 東京都

出典：東京都の保護上重要な植物，東京都，1998．

A :(国の）絶滅危倶種に相当する種。

B :(国の）危急種に相当する種。

C ;(国の）希少種に相当する種。

D ;絶滅種。近年，信頼できる生息情報がない種。

UK:評価に足る情報が得られなかった種（植物について，生育環境は存在していると考えられるが，生育の現状が不明な種を含む｡)。
※3 杉並区

本調査によって選定された杉並区の注目種

A :元来，区内での分布が限られ数が少ない種。

B :これまでは広い範囲に分布していたが，近年減少している種。
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■杉並区の主な環境に生育する植物

杉並区は市街地の中に樹林地や水辺が孤立して存在する典型的な都市環境にあり、常緑樹林や落葉樹林

などに生育する樹林性の植物、林縁や草地に生育する植物、池や小河川などに生育する水辺の植物、都市

に適応した植物などの多様な植物がみられます。ここでは区内の主な環境に生育している代表的な植物を

紹介します。

林で、区内では場所が限られ規模も小さい

＜うっそうとした樹林＞常緑広葉樹の樹木が多く林の ＜明るい雑木林＞落葉広葉樹の林で林内が比較的すっき

中も植物が密生しており、社寺林や屋敷林として残された りしていて明るく、薪炭林などに利用されていた林で、川

沿いの斜面などに点々と残されている

ヤブコウジ 暖温帯の

照葉樹林の林床に生育

する常緑の小低木で12

月頃に赤い実をつける

ヌスビ ガマズミ 主に落葉

広葉樹林の林内に生

育し落葉低木で秋に

赤い実をつける

木の 樹林

るシ の林床に生育し、実は人や

けものに付きやすくそれに

よって運ばれる

ダ植物で薄暗い湿っ

た環境を好む

やぶの外には様々な草本植物が生育する

＜樹林の林縁＞林内の暗い環境から林外の明るい環境に ＜草地＞定期的な刈り取りが古くから続けられてきた場

移り変わる場所で､低木やつる植物が密生したやぶになり、 所は、多種類の草本植物が生える草原となり、河川沿いや

線路沿いの一部にみられるが、区内では少なくなっている

ウ 秋に

花を咲か

30.5～l

多年草付けるキイチゴの仲間

モミジイチゴ とげのある落 クズ 繁殖力が旺盛なつ

葉低木で、初夏に黄色い実を る植物で、大きな三枚葉

が特徴。秋の七草の1つ

＜水辺の草地＞水がかぶる比較的浅い池の縁や河川の水

辺にみられる湿性草原で、善福寺池や和田堀池などの池、

善福寺川や神田川など、場所がごく限られている

＜都市の空き地の雑草地:市街地のちょっとした空き

地や道ばたの外来種が多い草地＞区内のあちこちで

みられる

ミゾソバ

の溝など

にみられ、

ンク色の

けるソバ

ガマ類(ガマ、ヒメ

ガマ、］ガマ）

※イラストは力．v

やや深い水中に

も生える円柱型

の穂が特徴の大

型多年草

コグサモドキと

ジロチチコグサ

ｽﾄはﾁﾁ]ｸﾞｻﾓﾄﾞｷ

レジオン

白～ピンク

花をつけ都

広く帰化す多年草。杉並では

減っている
近年特に都市に進出し

ている帰化植物るキク科植物
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■杉並区の代表的な場所の植物の状況

今回調査を行った場所は、環境条件の違いにより5つのタイプに分けられます。大きくは、「まとまりの

ある樹林地を中心とする緑地｣、「植栽地を中心とする緑地｣、「草地を中心とする緑地」で、まとまりのあ

る樹林地を中心とする緑地はさらに、「主に台地上にあり常緑樹林を有する緑地｣、「主に台地から斜面に

あり雑木林を有する緑地｣、「台地・斜面・低地にまたがり樹林地から植栽地や池まで多様な環境を有する

緑地」に分けられます。それぞれのタイプの代表的な場所の出現種類数と帰化率※の変化を見ると、つぎの

ようなことが分かります。

「まとまりのある樹林地を中心とする緑地」の「主に台地上にあり常緑樹林を有する緑地（代表地：観

泉寺)」と「主に台地から斜面にあり雑木林を有する緑地（代表地：大蔵省グラウンド)」では、出現種類

数が変わらないかやや増加しているのに対して、帰化率が徐々に増加しており、人為的なかくらんが進ん

でいることがうかがえます。

「まとまりのある樹林地を中心とする緑地」の「台地・斜面・低地にまたがり樹林地から植栽地や池ま

で多様な環境を有する緑地（代表地：善福寺公園下池)」では、出現種類数及び帰化率とも大きな変化があ

りませんが、全体としては植生がやや単純になる傾向が見られます。

「植栽地を中心とする緑地（代表地：善福寺ﾉ||緑地下流部)｣、「草地を中心とする緑地（代表地：神田川

中流部」では、出現種類数が増加しているのにもかかわらず、帰化率はそれほど変化していません。これ

は､植栽地などが安定して在来種も増加し、自然の植生がわずかですが戻りつつあることがうかがえます。

環境条件の異なる代表地における出現種類数と帰化率※の変化

帰化率出現種数区分
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■主な植物の生育状況と環境

アンケート調査の結果で、杉並区の環境の特徴をよく表している種類の区内での分布状況を紹介します。

ヨモギ

日当たりのよい道ばたで踏圧の少ないところに生育し、農村などではごく普通にみられる植物です。

第1回や第2回の調査では区内のほぼ全域で確認されましたが、それ以降徐々に減少し、今回の調査で

は最も多い時点の分布の半分に減少しています。今回確認された場所は、みどりの多いところと重なって

おり、かつて普通に見られたヨモギが市街化の進行によりさらに減少することが予測されます。
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ノアザミ、ノハラアザミ

この2種類のアザミは似ており、いずれも日当たりのよい草地などにみられます。ノアザミは春から夏

に、ノハラアザミは夏から秋に紫色の花をつけ、ノアザミは花のもとのところ（総ほう）がねばることで

区別がつきます。

分布の増減はみられませんでした。今回確認された場所は、緑の多いところと重なる傾向にあります。

。‐‐
､

＝一口 唾

壱

画

ー百一三＝ 等《
夢興型 里f露 9

－0

篭 ロ 鍾一、ご

＼-/〆ロも
ロも
_－ ■

丁6

祭
ｖ
Ｐ

雫S言§ －4

1穴： 鹿

pー望

'

十----。

+←'二 三璋十e
_k44－

’
。
一

ＤＪ、Ⅱｌ守上Ｕ

-1
コ ノアザミ ノハラアザミ

｡i"~

感目ズブ
④

句

IG「
’

一一丁塁

｡｡

←

窓蓉 ｢－” 扉一一一

芯、。
美跨畠 一

⑤

160

140

120

100

80

60

40

20

0

9｡

賎
i②

lぺ

０
②百
戸

醸
溌

ち

5o 坐L
口

61易
解
夕
ら
。

輌
仁

蜂 40

’
匡＝草地

"耕作地

■■自然林･二次林.植林恩謹 樹群を伴った公園

E． 緑の多い住宅地

凡
例

第1次 第2次 第3次 第4次

確認メッシュ数■■ 開放水域･河川

戸一一

■画
＝■1
1■■■，■■■ － －

口■l
画面

回函I
ロ■1

一一●一●’

■第1回調査 ■第3回調査■第2回調杳

〃



カントウタンポポ

重なる傾向にあります。

日当たりのよい草地にみられる在来のタンポポです。土地がか くらんされると減少し、次に示す外来種

であるセイヨウタンポポに置き換わってしまいます。市街化によ り減少傾向にある種類といえます。

第1回調査からわずかですが分布が減少する傾向にあります。 今回確認された場所は緑の多いところと
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セイヨウタンポポ

立つヨーロッパ原産の帰化植物です。

日当たりのよい道ばたや空き地など、土地がかくらんされた場所にいち早く侵入します。花も 大きく目

区内のほぼ全域に分布しています。第4回の調査では今までの調査に比べて分布がやや減少し ています

が、今後も減少するのか注目されます。
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3 動物

（1）クモ類

今回の調査で確認されたクモ類は27科152種類であり、過去の調査に比べて種類数は変化がみられませ

ん。これまでの調査で合計30科199種類が確認されています。クモ類は、昆虫類を餌として食物連鎖の中

位に位置し、比較的小規模な環境でも餌さえ供給されれば生息が可能です。このため、区内の都市公園や

屋敷林及び社寺林などをはじめとして多種類のクモが生息しています。

クモ類は、造網型と俳個型に大きく区分されます。造網型は空間造網、葉上型造網、地表型造網の3タ

イプに、俳個型は地上樹皮俳ｲ回、地上俳個、地中、居候・他クモ補食の4タイプに区分されます。これら

の中で、空間造網型と葉上樹皮俳梱型の割合が多く、割合の経年変化はみられません。

これらの種類の内、環境省のレッドデータブックに掲載されているクモ類やそれ以外に区内で貴重ある

いは希少な種類、山地性の種類、豊かな森林に生息する種類、杉並区で減少しつつある種類などの注目種

は、今回は8科11種類確認されています。これらの注目種は前回までの調査時の確認種に比べて増減はみ

られません。

クモ類の生息タイプごとの出現種類数と経年変化

８
６
４
２

闇居候型･他クモ補食型

■地中型

口地上俳個型

騒葉上樹皮俳個型
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■区内の分布と生息数の増減

クモ類の中でも、生息状況に変化が見られます。キシノウエトタテグモは地中に生息し、入口をふたで

ふさいでいるクモで、民家の庭でも生息できる種類です。これまでの調査で半数以上の地点で継続的に生

息が確認されています。これに対して、コガタコガネグモは空間造網型のクモで、樹林に生息する種類で

あり、区内ではこれまでの調査で生息確認地点が減少しています。

また､同じ地点でクモ類の生息数を確認した調査では､第1次の調査と今回の第4次調査を比較すると、

すべての地点で生息数が著しく減少しており、クモ類の生息環境が悪化していることがうかがえます。今

後は種類数の減少も予測されます。

コガタコガネグモの分布の変化キシノウエトタテグモの分布の変化

国｜ 区分’1計蒜辰応
、今回初めて出現して‘､る’ 。
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※各調査地で、ほぼ同じ数の葉を付けた枝を選び、その枝にいるクモを全てた

たき落として集め数を数えた（ビーティング調査または叩き網法という)。
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■主なクモの生息状況と環境

アンケート調査の結果で、杉並区の環境の特徴をよく表している種類の区内での分布状況を紹介します。

ジョロウグモ

秋になると胴体に黄色と赤が目立つ大型のクモです。公園の樹木や庭木、生垣の間などに大きな円い網

を張り昼も夜も網の真ん中にいます。

第1回や第2回の調査では区内の多くの場所で確認されましたが、それ以降徐々に減少し、今回の調査

では最も多い時点の分布の半分以下に減少しています。今回確認された場所は、みどりの多いところと部

分的には重なっていますが、そうでないところでも確認されているようです。
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オニグモ

庭木の多い住宅地などにみられる黒っぽい色をした大型のクモです。夜行性のため昼間は樹木の葉の陰

や軒下などに隠れていますが、夕方になると丸い大きな網を張ります。照明に集まってくるガなどの昆虫

をとらえているのがよくみられます。

ジヨロウグモより分布は限られ、第2回調査から第3回調査にかけて急激に分布が減少し、第4回調査

でも第3回調査とほぼ同様の分布となっています。特にみどりの多い場所に分布する傾向はみられません

でした。
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(2)昆虫類

今回の調査で確認された昆虫類は138科414種類です。これまでの調査では合計187科859種類が確認

されています。昆虫類は、市街化が進む中で生息できなくなった種類も多いですが、ちょっとした様々な

環境に適応し、孤立した環境下でも生息が可能な種類もあり、多様な昆虫が見られます。

これらの種類のうち、環境省や東京都のレッドデータブックに掲載されている昆虫類やそれ以外に区内

で貴重あるいは希少な種類、局所的に生息している種類、分布限界となっている種類、生息数が減少して

いる種類などの注目種は、今回17科34種類確認されています。これらは、絶滅が危倶される種類などで

区内で保護する必要があると考えられる種類といえます。確認された注目種の種類数は前回までに比べて

大きく増加しています。これはトンボ類の注目種が増えたためです。また、クマゼミは、南方系の種で今

までも記録がありましたが、飛来種といわれていました。しかし地球温暖化の影響か、今回初めてぬけが

らが見つかり、繁殖していることが確認されました。

昆虫類の出現種類数

0: 011
8: 1811

31ワ：写 ：

1： 41
1； 11

10§ 2311
1: 111
3； 311
1: 111
O： 011
18§ 3211
12: 2411
1: 211

28: 12111
7： 2511
1： 111

16: 3511
0: 011
10: 2811
8§ 3711

128； 35911

第1次調査｜ 第2次調査
科数：種類数I 科数：種類数

0§ 0

6： 18

2： 4

1i 3

1i l

12: 24

1： 2

ワ§ 3
~：
1§ l

Oi O

lli 44

13: 27

2: 2

25: 118

12i 42

1i l

l4： 31

1i 1

17§ 120

8§ 37

130: 479

第3次調査

0§ O

6i l9

2: 3

1: 3

1: 1

11§ 21

1§ 1
零冒
l§ 1

0§ 0

1： 1

10: 25

12： 27

3: 5

23§ 94(3)

12(1)i 43(3)

l§ 1

16(1)： 33(1)

0: 0

24:189(5)
9§ 42

134(2)胃509(12）

第4次調査

1： 1

9： 34

2； 4

li 4

1i l

lO： 20

1: 1

ワ： 4
~：
1§ 1

1i l

12i 24

16: 30

2： 4

20： 99

15i 60

1： 1

14§ 32

0： 0

21： 54

8: 39

138号 414

総合

科数：種類数 科数：種類数 科数；種類数
1： 1

9§ 37

ワ： 5白 ：

1i 5

1： 1

13： 36

1§ 2

3i 5

li 2

1i l

20i 63

19： 58

3目 7

34； 228

16: 76

1§ 1

24: 64

1： 1

27: 217

9§ 49

187： 859

目名

カゲロウ目

トンボ目

ゴキブリ目

カマキリ目

シロアリ目

バッタ目

ナナフシ目

ﾉ､サミムシ目

チヤタテムシ目

シラミ目

カメムシ目／セミ亜目

カメムシ目／カメムシ亜目

アミメカゲロウ目

コウチュウ目

ハチ目

ノミ目

ﾉ､エ目

トビケラ目

チョウ目/ガ類

チョウ目／チョウ類

合計

※種までの同定がされていないものについては、同一の調査年次に同一の分類群に属する種が確認されていない場合は計数した。

第3次調査における括弧内の数字は、計数された科・種のうち4次で新たに追加された科・種数の内訳を示す。
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注目種
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区※3国※！ 都※2種類名科目
1次
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ｌ
ｌ
Ｂ
ｌ
ｌ
Ｃ
ｌ
ｌ
Ｂ
ｌ
ｌ
Ｂ
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セスジイトトンボ
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ウチワヤンマ

オニヤンマ

カトリヤンマ

クロスジギンヤンマ

マルタンヤンマ

ヤブヤンマ

オオヤマトンボ

コヤマトンボ

コノシメトンボ

ショウジョウトンボ

チョウトンボ

ナツアカネ

ネキトンボ

ノ､ラビロトンボ

ミヤマアカネ

リスアカネ

ハネナシコロギス

シヨウリョウバッタモドキ

クマゼミ

ヒグラシ

シロヘリツチカメムシ

ヒメトラノ､ナムグリ

ジャコウアゲハ

モンキアゲハ

アカシジミ

ミズイロオナガシジミ

クモガタヒョウモン

テングチョウ

ヒオドシチョウ

オオムラサキ

クロコノマチョウ

サトキマダラヒカゲ

37種類

●
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■チョウ類の区内の分布とその変化

チョウ類では、分布地が増えたもの、減ったもの、増減がないものなど様々みられました。

分布地が増えた代表種はアオスジアゲハで、植栽地でも生息が可能であり、街路樹などの植栽に伴って

分布を広げています。また、アカシジミは雑木林に生息する種であり、今回の調査で4つのメッシュで確

認されています。分布地が減った代表種はウラナミシジミで、草地や畑が生息地で、これらの環境の減少

が原因となっていることが考えられます。分布地に増減がない種類はナミアゲハで、比較的広く生息しそ

れが維持されています。

アカシジミの分布の変化
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■トンボ類の区内の分布とその変化

トンボ類では、局所的に分布する種類で分布地が増えた種類が多く、この調査で今回初めて確認された

種類も多くみられました。分布地が増えた代表種はコシアキトンボやハグロトンボです。コシアキトンボ

は、あまり水質が良くなくても木陰があるような池に生息しています。ハグロトンボは沈水植物などのあ

る河川に生息しており、多摩川から玉川上水などを伝って分布を広げていると考えられます。一方、分布

地が減った代表的な種類はギンヤンマです。湿性植物が生える池などに生息するため、このような環境が

減ったことが原因となっていると考えられます。また、アキアカネは1～4回調査をとおして分布地が広い

状態が維持されていますが、これはアキアカネが移動能力が高いためであると考えられます。

トンボ類は全体として増加傾向にあります。この理由としては、生き物に配慮した河川管理の取り組み

として、河川内の土砂を取り除かなくなったこと、中州に抽水植物が繁茂したり土手の草を刈らなくなっ

たこと、抽水植物を植栽したこと、また、学校ビオトープの普及で池などが増えたことなど、トンボ類に

とっての水辺環境が多様化したことがあげられます。

コシアキトンボの分布の変化 ハグロトンボの分布の変化
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■主な昆虫の生息状況と環境

アンケート調査の結果で､杉並区の環境の特徴をよく表している種類の区内での分布状況を紹介します。

アブラゼミ

樹木のあるところならどこでもみられる区内の代表的なセミです。羽が茶色で、夏に「ジージリジリジ

リ」と鳴いている姿をみかけますが、成虫になるには6年もかかります。

分布状況は特に変化がありませんでした。今回確認された場所は、緑が多いか中程度の場所と重なる傾

向にあり、みどりが少ない場所では分布していない様子がみられます。
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ヒグラシ

日暮れ間近になると「カナカナカナ」と鳴きだし、夜になることを知らせてくれるセミです。実際には

夕方だけでなく明け方にも鳴きます。

第1回から分布が少ないセミで、分布状況に変化はみられません。今回確認された場所は、みどりが多

い場所と重なる傾向がみられます。
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(3)鳥類

今回の調査で確認された鳥類は23科40種類であり、第1次調査からは減少していますが、それ以降は

変化がみられません。これまでの調査で合計26科61種類が確認されています。杉並区は市街地の中に孤

立した樹林地や水辺環境があり、それらの環境に生息する多様な烏類が生息しています。区内のほとんど

は市街地であり、そのような場所では種類数も少なく、生息種はスズメ、ヒヨドリ、ムクドリ、シジュウ

カラなど区内全域に生息し個体数も比較的多い特定の種類に限られます。また、善福寺公園は他の場所に

比べ最も種類数及び個体数が多く、樹林から水辺環境がまとまって残っており、多様な鳥類が見られるこ

とを示しています。

渡り区分では、留鳥と冬鳥の割合が多く、カモ類やサギ類などの冬鳥の種類は増加傾向にあり、夏烏は

第1次調査で7種類確認されて以来l～2種類と少なくなっています。

これらの種類のうち、環境省や東京都のレッドデータブックに掲載されている鳥類やそれ以外に23区内

で比較的まれな種類などの注目種は、今回は5科6種類確認されています。

渡り区分別出現種類数
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■生息数の増減

調査時に出現した鳥の総個体数を集計すると、第1次から徐々に減少していることが分かります。これ

は区内で生息できる烏の数が減っているということで、烏が生息できる環境が悪化していることを示して

います。

個々の種類でみると、カルガモ、キジバト、シジュウカラ、オナガなどをはじめとする多くの種類で個

体数が減少しています。それに対して、ツバメやハクセキレイなどはそれほど変化がみられず、コサギ、

コケラ、シロハラなどは個体数が増加しており、これらの生息環境は維持されているといえます。

生息環境区分別の出現個体数の変化
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■主な鳥類の生息状況と環境

アンケート調査の結果で、杉並区の環境の特徴をよく表している種類の区内での分布状況を紹介します。

ウグイス

山地から冬を過ごしに降りてくると考えられるやぶを好む烏です。

第2回調査時以降徐々に減少し、今回の調査では最も多い時点の分布のl/3程度に減少しています。今

回確認された場所は、みどりの多いところと部分的には重なっていますが、そうでない所でも確認されて

います。ウグイスは、樹林地のヤブのほか、住宅地でも緑の多い場所にはやってくるためでしょう。
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冬の水鳥

水鳥のアンケート調査は、カモ類、サギ類などの14種類を対象としています。これらの水鳥は区内の池

や河川を中心に分布しています。

メッシュごとに確認された種類数を下の図に示しました。第3回調査時に比べ分布地が減少し、確認種

類数や多くの種類の個体数も減少する傾向にあります。今回確認された場所は、河川沿いや池のある場所

と重なっています。善福寺池は区内では他に比べ種類数が断然多い場所になっています。
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ツバメの巣

杉並の代表的な夏烏で、家の軒先などに巣をつくる身近な烏です。

松の木中学の調査で、杉並区のほぼ中央部のツバメの巣は年々減少していることが分かっていますが、

アンケート調査でも全体としてはやや減少している傾向がみられます。今回確認された場所を示すメッシ

ュ図を見ると、特にみどりの多いところと重なる傾向はみられませんでした。もともと人の暮らしと共存

している烏なので特に広い樹林が必要というわけではありませんが、みどりが少なくなり過ぎるとすみづ

らくなるのかも知れません。

戟引
言:髄

式ら
邑_§宮，"．‘

塵
ﾛ、 。蜜一時涙

《白 一己
｡.〃
ﾉ浬 私塾 ＄ S

－0

篭 言宣匪
◆

セヲ、ﾝ稀
|』！

ロ －4
→

○|g
。’ |･毎

|

+－ －

工里 卓
コガラ1 塀や '十＝-司 一十 ＠．

b=､g

⑤

､

+f－1
一

'○

ｑ

ＤＩ爵

｜ 身

I亟喀
←

④

里卜
型

な・

旦一進
雪動！ゞ

｡

|P
Cp

[！
｡

己

◎1-劃

急
4 +一二

０
０
０
０
０
０
０
０
０

６
４
２
０
８
６
４
２

１
１
１
１

司

壺白

理
〆

Ｃ
ｅ

まel
－

Ｆ
Ｌ

幻

］

74

5－ ‐
60、６
り
う
ら

稲
や

熟 阜欝匙堕｡,"”
■■自然林.二次林.植林露鬮樹群を伴った公園

巨三ヨ草地 同 緑の多い住宅地

"耕作地 ■■開放水域･河川

凡
例 L_－

第1次 第2次 第3次 第4次

確認メッシュ数

一
ノ

- コ〆←一 一

■第1回調査 ■第2回調査 ■第3回調査

28



餌台にくる鳥

餌台にくる烏のアンケートで寄せられた回答の中から、餌の種類ごとにどんな烏がどんな餌を食べてい

るか、事例が多いものを一覧にしました。前回と同様、リンゴ、パンくず、ミカン、ご飯類、柿などを食

べていることが確認されました。

餌の種類と烏の種別採餌例
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（4）ほ乳類

アンケート調査で対象としているほ乳類は、モグラ、アブラコウモリ、ネズミ類、タヌキです。このう

ちタヌキは第3次調査から確認され、定着しつつあることがうかがえます。アブラコウモリやモグラは、

前回調査より確認メッシュ数が減少しており、特にモグラは減少傾向が著しく、局所的な分布となってい

ます。移動性が低いため、新たに周辺から供給されることがなく、回復することが難しいため、今後の生

息状況を見守ることが必要です。

これらの種類のうち、環境省や東京都のレッドデータブックに掲載されているほ乳類はありません。

ほ乳類の確認メッシュ数の変化
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■主なほ乳類の生息状況と環境

アンケート調査の結果で、杉並区の環境の特徴をよく表している種類の区内での分布状況を紹介します。

モグラ

地中の昆虫やミミズなどを餌にしているため、有機物の多い土壌が広い面積なければ生活することがで

きません。現在はこのような環境が孤立している状況にあります。

第1回調査から全体として分布が減少する傾向にあります。前回確認された場所はみどりの多い場所に

限られる傾向がみられましたが、今回確認された場所はそのような傾向がみられませんでした。
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(5)両生・は虫類

キガエル、アマガエル、ウシガエルの3種類、は虫類両生類が上アンケート調査で確認された種類は、

イシヨウの5種類とカメ類です。これ以外でシュレーゲがヤモリ、トカゲ、カナ字、ビ、シマ/、ビ、アオダ

次調査まで確認され、第4次調査では確認されませんでルアオガエルが第3次調査で、ヤマカガシが第3

した。多くの種類では増減の傾向はみられませんが、ヒキガエルは確認メッシュの明らかな減少がみられ

ます。

これらの種類のうち、環境省や東京都のレッドデータブックに掲載されている両生・は虫類は、ヒキガ

エル（アズマヒキガエル)、ヤモリ、トカケ（ニホントカゲ)、シマヘビ、アオダイショウがあげられます。

両生・は虫類の確認メッシュ数の変化
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■主な両生・は虫類の生息状況と環境

アンケート調査の結果で、杉並区の環境の特徴をよく表している種類の区内での分布状況を紹介します。

ヒキガエル

区内に広く分布し「ガマ」とも呼ばれており、庭の池などでも産卵し、古くからある庭木の多い住宅地

などでも生息が可能です。

第1回調査から徐々に分布が減少する様子がみられます。その原因として、繁殖のための水辺、あるい

は餌になる昆虫やミミズなどが減っていることのほか、繁殖期に長距離を移動する際に交通事故に遭って

しまうことなども1つの原因と考えられ、ヒキガエルにとって杉並区はすみづらい環境になりつつあるの

かもしれません｡今回確認された場所では､特にみどりの多いところと重なる傾向はみられませんでした。
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ヤモリ

住宅やその周りにすんでおり、屋外灯などに集まった小さな昆虫を食べています。人間が造り出した環

境にうまく適応しています。

第1回調査から全体として分布が減少する傾向にあります。今回確認された場所は、緑がやや多いか中

程度の場所と重なる傾向にあり、みどりが少ない場所では分布していない様子がみられ、住宅地に生息が

可能とはいっても中心市街地では生息しづらいのかもしれません。
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ヘビ類

もともと記録が少なく、今回も前回と同様善福寺川、神田川、妙正寺川の緑地帯を中心に分布していま

す。分布の増減は特にみられませんでした。

アオダイショウ
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4 すぎなみの生き物たち（まとめ）

＜杉並区の環境の変化＞

杉並区は、少なくとも明治時代のころは「武蔵野の雑木林」のある農村であり、生き物のにぎわいのあ

る豊かな里の自然が広がっていました。それが徐々に市街化が進み、現在では、ほとんどが市街地となり、

大きな緑地でも10ha前後で、善福寺川や神田川沿いに断片的に緑地が残っているという状態にまで変わっ

てしまいました。現在でもさらに緑地は減少しつづけ、残された緑地も人為の影響がさらに大きく加わり、

より単純な構成になりつつあります。また、地球の温暖化やヒートアイランド現象により気温が上昇傾向

を示し、さらに地下水位の低下や湿度の低下などにより、土地の乾燥化が進みつつあることも考えられま

す。このような環境条件の変化に伴って、植物や動物などの生き物たちもの状況も様々に変化しています。

＜生き物たちの変化＞

植物では、絶滅が危倶される種類や区内での生育が注目される種類の減少や、かつては普通にみられた

ヨモギの分布の減少など、生育環境が単調になりつつあることを示唆しています。

動物では、クモ類や鳥類の生息個体数の減少を示すデータが示されています。このことは区内全体で生

息できる生き物の量が減少していることを示唆しています。今後さらに環境の単調化が進めば、種類数の

減少も考えられます。このことは、コガタコガネグモ、カマキリ類、オオミズアオ、スズメ、ウグイス、

モグラ、ヒキガエルなどの様々な種類でも分布や個体数の減少が確認されていることからもうかがえます。

しかし、一方では、トンボ類のように、種類や個体数が増加していると考えられる種群もあり、水辺環

境の増大や多様化など一部環境の改善効果が現れている場面もみられます。

＜すきなみの自然環境の特徴＞

このような状況の中で、植物の野生種が570種類、クモ類が152種類、昆虫類が414種類、鳥類が40種

類、ほ乳類6種類、両生類3種類、は虫類7種類など、合計1000種類以上の生き物が確認されています。

これらの生き物は、現在の杉並区の環境の多様性に支えられています。その骨格は、善福寺川と神田川及

びそれに付随する池及び川沿いに点在する樹林地や草地、農地などの緑地です。また、善福寺公園や善福

寺川緑地及び和田堀公園などの樹林地や様々な緑地がまとまってみられるエリアも骨格の中の主要な拠点

の役割を果たしています。さらに、区内全域で屋敷林や社寺林などの小規模な樹林地、個人の庭の身近な

みどりなどの小規模なみどりが点在して、それらが集まって杉並の自然を構成しています。（参考として杉

並区の自然環境をはかる“ものさし”となる「指標生物」を右に示します｡）

＜多様な生き物を育む取り組みに向けて＞

今後生き物たちのにぎわいを少しでも取り戻すためには様々な取り組みが考えられますが、まず取り組

むべきこととして短・中期的には、現在残されている緑地の自然の質を高めること、具体的には生き物の

生息地として多様な環境で構成されるエリアを設けること、必要な管理や利用の制限を継続的に行ってい

くことなどです。さらに長期的には、骨格となる緑地を極力連続させ、周辺の自然性が高い場所とつなげ

ることが必要となります。また、これらの生き物のにぎわいを取り戻す試みの効果を見極めるためのモニ

タリング調査を行うことも必要です。これまで継続してきた調査がそれに当たりますが、今後はそれをさ

らに強化する必要があると考えられます。
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■自然環境調査とアンケート調査により確認された生物の種類数

※lネズミ類はクマネズミ、ド

ブネズミ、ハツカネズミの

3種類とした。

※2カメ類は、イシガメとクサ

ガメの2種類としたがいず

れも飼育下から逃げ出し

た逸出種である。またミシ

シッピーアカミミガメは

外来種であり、ここでは種

類数に数えていない。

■指標生物

特徴的な環境を表す以外に、なるべく区民にわかりやすく、記録が得られやすい（稀少生物でない）

生き物を取り上げています。

例えば、ニイニイゼミやヒグラシが少なくなるということは、樹林環境が全体的に減少している、樹

林の規模が小さくなっている、樹林内が単調な構成になっていることなどを示します。このように、生

息している場所や生息数を継続的に記録し変化をみることによって、区内の自然環境の変化をとらえる

ことができます。
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※l太字は杉並区の地名の由来となっている種類。

※2都市化が進行すると減少する。

自然環境とアンケート調査の詳しい内容・結果の問い合わせは、

杉並区環境清掃部環境課

〒166-8570杉並区阿佐谷南一丁目15番1号

電話03-3312-2111（代表）

まで、お願いいたします
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分類群

植物

動物 クモ類

昆虫類

烏類

ほ乳類※】

両生類

は虫類※2

種類数 調査区分

570 自然環境調査

414 自然環境調査

40 自然環境調査

6 アンケート調査

3 アンケート調査

7 アンケート調査

152 自然環境； 査



而すぎなみの生き物たち3

一すぎなみの生き物アンケート調査結果のまとめ－
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